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題
で
、
政
府
・
与
党
の
諫
早
湾
干
拓
事
業

検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
民
主
党

の
大
久
保
潔
重
参
院
議
員
（
長
崎
選
挙

区
）
は
１
８
日
、
毎
日
新
聞
の
取
材
に
「
国

が
進
め
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
係

な
く
、
政
治
主
導
で
開
門
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
は
あ
り
得
る
」
と
述
べ
、
国
が
防

災
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
条
件
に
、

環
境
ア
セ
ス
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
開

門
調
査
を
認
め
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。 

 

大
久
保
氏
は
「
防
災
機
能
保
持
は
、
干

拓
地
周
辺
に
住
む
諫
早
市
民
に
と
っ
て

は
大
切
な
こ
と
」
と
前
置
き
し
つ
つ
「
政

権
交
代
し
て
諫
干
へ
の
考
え
が
変
わ
ら

な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
開

門
へ
の
世
論
が
高
ま
り
補
償
問
題
や
防

災
な
ど
へ
の
対
策
を
国
が
万
全
に
取
れ

る
な
ら
、
政
治
判
断
で
（
環
境
ア
セ
ス
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
）
開
門
調
査
を
し
て
も

い
い
と
思
う
」
と
語
っ
た
。
大
久
保
氏
は
、

２
月
に
開
門
賛
成
に
転
じ
た
同
県
雲
仙

市
の
瑞
穂
漁
協
の
漁
民
と
、
数
年
前
か
ら

話
し
合
い
を
継
続
し
て
き
た
。
有
明
海
の

異
変
を
調
べ
る
た
め
に
も
、
開
門
調
査
は

必
要
と
の
認
識
が
芽
生
え
て
き
た
と
い

う
。
民
主
党
長
崎
県
連
は
こ
れ
ま
で
開
門

反
対
の
立
場
だ
っ
た
が
、
県
連
内
で
は
他

に
も
開
門
に
前
向
き
な
考
え
を
示
す
動

き
が
出
て
い
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

必
要
性
を
強
調
し
た
。
終
了
後
、
古
川

知
事
は
鳩
山
由
紀
夫
首
相
に
面
会
し
、

有
明
海
の
現
状
を
説
明
し
た
。
古
川
知

事
は
「
歴
代
の
総
理
に
直
接
お
話
し
で

き
た
機
会
は
な
く
、
直
接
開
門
を
求
め

る
人
の
声
を
聞
い
て
も
ら
い
、
非
常
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。 

【
朝
日
・
３
月
１
８
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
長
崎
県
諫
早
市
）
の
潮
受
け
堤

防
排
水
門
の
開
門
に
つ
い
て
、
民
主
党
の

大
久
保
潔
重
参
院
議
員
（
長
崎
選
挙
区
）

は
１
７
日
、
「
防
災
面
な
ど
の
担
保
が
取

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
開
門
調
査
は
可
能
性

と
し
て
あ
り
得
る
」
と
述
べ
、
条
件
付
き

で
開
門
調
査
を
容
認
す
る
考
え
を
示
し

た
。
民
主
党
長
崎
県
連
は
、
こ
れ
ま
で
一

貴
し
て
開
門
に
反
対
の
立
場
を
取
っ
て

き
て
い
た
。 

 

開
門
の
要
望
に
訪
れ
た
瑞
穂
漁
協
（
同

県
雲
仙
市
）
の
室
田
和
昭
副
組
合
長
ら
に

対
し
て
答
え
た
。
大
久
保
氏
は
、
開
門
の

是
非
を
判
断
す
る
た
め
に
政
府
・
与
党
が

立
ち
上
げ
た
諌
早
湾
干
拓
事
業
検
討
委

員
会
の
長
崎
代
表
の
一
人
。 

 

大
久
保
氏
は
面
会
終
了
後
、
取
材
に
対

し
、
「
多
く
の
人
が
開
門
調
査
を
新
政
権

に
期
待
し
て
い
る
。
開
門
し
た
時
の
リ
ス

ク
を
カ
バ
ー
出
来
れ
ば
、
（
反
対
し
て
い

る
人
も
）
み
ん
な
納
得
す
る
だ
ろ
う
」
と
、

開
門
調
査
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。 

【
サ
ガ
テ
レ
ビ
・
３
月
１
７
日
】
鳩
山
邦

夫
元
総
務
大
臣
が
驚
き
の
発
言
で
す
。
諫

早
湾
干
拓
問
題
に
つ
い
て
鳩
山
元
総
務

大
臣
は
、
「
当
時
、
法
務
大
臣
と
し
て
控

訴
せ
ず
、
佐
賀
地
裁
判
決
が
確
定
す
れ
ば

良
か
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
１

７
日
、
諫
早
湾
干
拓
の
排
水
門
の
常
時
開

門
を
国
に
求
め
る
訴
え
を
今
月
１
１
日

に
起
こ
し
た
諫
早
湾
内
の
瑞
穂
漁
協
や

小
長
井
漁
協
の
組
合
員
の
ほ
か
、
弁
護
団

な
ど
が
東
京
で
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
会

に
は
自
民
党
に
離
党
届
を
出
し
た
鳩
山

邦
夫
元
総
務
大
臣
も
出
席
し
、
開
門
調
査

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
（
鳩
山
邦
夫

元
総
務
相
）
「
自
然
を
理
解
し
な
い
大
バ

カ
政
策
が
日
本
に
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

諫
早
湾
（
干
拓
事
業
）
は
象
徴
。
申
し
訳

な
い
と
思
う
の
は
あ
の
時
、
法
務
大
臣
と

し
て
あ
く
ま
で
も
自
己
の
主
張
を
通
し

て
控
訴
し
な
い
で
、
佐
賀
地
裁
判
決
が
確

定
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
」 

鳩
山
元
総
務
相 

判
決
確
定
す
れ
ば
よ
か
っ
た 

諫
早 

開
門
調
査
求
め 

署
名
２
万
６
千
提
出 

開
門
ア
セ
ス
関
係
な
く 

「政
治
判
断
で
開
門
調
査
も
」 

諫
干
検
討
委 

大
久
保
議
員 

【
毎
日
・
３
月
１
９
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
諌
干
）
の
開
門
調
査
を
巡
る
問 

佐
賀
知
事 

首
相
に
直
訴 

政
府
検
討
委
で
調
査
要
請 

【
毎
日
・
３
月
１
７
日
】
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
（
諫
干
）
の
開
門
問
題
に
つ
い
て
政

府
・
与
党
３
党
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
検

討
委
員
会
（
座
長
・
郡
司
彰
副
農
相
）
の

第
２
回
会
合
が
１
６
日
、
国
会
内
で
あ

り
、
出
席
し
た
古
川
康
・
佐
賀
県
知
事
が

中
長
期
の
開
門
調
査
を
求
め
た
。
古
川
知

事
は
有
明
海
の
赤
潮
発
生
状
況
な
ど
を

示
し
た
資
料
を
使
い
「
有
明
海
の
再
生
を

願
う
漁
業
者
や
県
民
の
願
い
」
と
調
査
の 

【
読
売
・
３
月
１
６
日
】
諫
早
湾
干
拓
事
業

の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門
を
目
指

す
「
『
よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
訴
訟
』
を

支
援
す
る
長
崎
の
会
」
な
ど
３
団
体
が

１
５
日
、
開
門
調
査
の
実
施
を
求
￥
め

る
署
名
簿
２
万
６
２
４
４
人
分
を
長
崎

県
に
提
出
し
た
。
同
会
な
ど
開
門
を
支

持
す
る
４
団
体
が
呼
び
か
け
、〈
１
〉
段

階
的
な
開
門
調
査
を
早
急
に
実
施
す
る

〈
２
〉
必
要
な
防
災
・
営
農
対
策
を
行

う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
同
会
の
吉
岡

賢
事
務
局
長
は
「
開
門
調
査
を
す
べ
き

と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
そ

の
方
向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。 

署
名
簿
を
受
け
取
っ
た
県
農
林
部
の

鈴
村
和
也
理
事
は
「
知
事
に
伝
え
る
」

と
応
じ
た
が
、「
県
は
開
門
の
影
響
や
被

害
を
懸
念
し
て
お
り
、
反
対
の
立
場
」

と
改
め
て
繰
り
返
し
た
。 

中
村
知
事

が
９
日
の
開
門
要
請
行
動
に
続
き
、
こ

の
日
も
対
応
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
会
員
か
ら
は
「
知
事
は
な
ぜ
私
た

ち
の
話
を
直
接
聞
か
な
い
の
か
」
と
不

満
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。 


